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 ３年生課題研究発表！ 

 右のグラフは現３年生と卒業生とを比較した全商検定１級の取

得数を表しています（種目数ごとに左が現３年生、中央がR6卒

業生、右がR5卒業生を表示）。    ・・・（次頁へ）・・・ 

 三年間の学びの集大成となる授業「課題研究」の

発表会が行われました。全１３ｸﾞﾙｰﾌﾟ（1組：６ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ、２組：７ｸﾞﾙｰﾌﾟ）が、四月から取り組んできたテー

マにおける研究成果を、資料にまとめるとともに、約１

５分に渡る説明原稿を仕上げ、スライドに反映させま

した。これまでは協力企業・店舗に頼ることの多い食

物などの商品開発が多数を占めていましたが、今年

度は調査研究を柱に多岐に渡るテーマに臨んでくれ

ました。各班、取り上げた課題の解決に向け、積極的

に外部での調査や連携への働きかけを行うとともに、

困難に直面しても諦めず行動に移していったと聞いて

います。この活動をとおして、通常の授業では学び得

ない貴重な経験・体験をし、能力を育んでくれたもの

と考えます。成果のみでなく、失敗や挫折を含め、こ

れまでの取り組みを忘れることなく今後に活かして

いってください。 

発表風景 

 今回の発表で、１組：1・2・3班、２組1・

3・4班が選出されました。次は、１月に実施

される合同発表会にて、二つの班に絞り込ま

れ、２月開催の流通科集会(国際流通科１･２

年生参加)で発表することになります。 

 （３年生代表班としてのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） 

１２・１月の行事等 

12月23日(火) 流通科冬季講習 

  ～25日  ①～③ 
1･2年 

   （年末・年始冬季休業） 全 

 1月 7日(水) ﾊﾟｯｸ模試 

  ～8日 
3年 

 1月13日(火) 流通科冬季講習④ 1･2年 

  17日(土) 大学入学共通ﾃｽﾄ 

  ～18日 
3年 

  17日(土) ﾍﾞﾈｯｾ総合学力ﾃｽﾄ 1･2年 

  18日(日) 全商情報処理検定 全 

  25日(日) 全商簿記検定 全 

2月 1日(日) 全商商業経済検定 全 

北海道千歳高等学校  

 開校 ７６周年（７７年目） 

  商業科設置 ６９周年 

 （国際流通科学科転換 ２６周年） 

 

 今年度の検定取得に向けたラストスパート！ 

 今年度の各種検定試験も折り返し地点を過ぎ、２回目の試験

を終えた検定も出てきています。そして、向かえるは１月から２月

にかけての連続した検定週間。この大変な時期を乗り越え成果

を収めるには、この冬休み中の計画的な取り組みが欠かせませ

ん。１・２年生は冬季講習がありますが、これだけに頼ることなく自

身と向き合い、学習を重ねてください。 

３年生 

 最後に１年生ですが、左のグラフは現１年生と現２年生、現３年生が

一年次に取得した全商検定２級の数を示しています（種目数ごとに左

が現１年生、中央が現２年生、右が現３年生を表示）。二・三年次と違

い、一年次では検定１級を目標としてはいないため、その前段階であ

る２級を指標とした設定とし、状況を認識してもらうこととしました。 

 上級生と違い、取得種目数が少ないと思われるかもしれませんが、

現２・３年生は１年修了時における取得状況ですので、心配は要りま

せん。現１年生はほとんどの生徒が、２種目を取得しているため、１・２

月に実施される「情報処理」「簿記」「商業経済」に合格することで５種

目を取得することになります。私自身、複数の科目で関わりがあります

が、よく頑張っている学年です。ただ心配なのは、まだ計画的な取り組

みができず受け身で学習に臨む生徒が一定数いるということ。大切な

のは、自身の習熟状況を見定め自主的な学習活動に臨むことです。

設定される補習をあてにせず、自らの力で当日に向け仕上げ、合格を

収めることができて本物。その様な力を育めるよう努めてください。 

 今年度の検定取得に向けたラストスパート！ 

 今春、卒業した先輩は、２クラス計４８名が三種目以上を取得し

ました。新検定への移行期のため、全道の商業科目を学ぶ高校にお

いて約２０％ほど取得者が減少している中でしたが、本校の先輩方

は健闘を見せ、十分に評価に値する成果を収めたと考えます。 

 以前と違い、日商簿記検定やITパスポートのような難易度の高い

資格や国家資格を目標としている学校があるため、額面どおり受け

とめられるわけではありませんが、順位は次のとおりとなります。 

 次に２年生ですが、右のグラフは現２年生と現３年生、そしてＲ６卒

業生とを比較した全商検定１級の二年次における取得数を表していま

す（種目数ごとに左が現２年生、中央が現３年生、右がR６卒業生を

表示）。現２年生の取得数がやや少なく感じるかもしれませんが、現３

年生と卒業生は２年修了時の取得状況ですので当然といえます。よっ

て、この１・２月の三つの検定試験において更に伸ばしていくことが可

能です。日々の授業や冬季講習を礎に、地道な継続した取り組みに

欠くことなく励んでください。2年生の特徴としては一年次にほぼ全員が

科目ごとの設定目標級を取得し、記録的な成果を収めてきたこと。一

部成し得なかったものもありますが、二年次でもその継続が観察され、

例年に比べ現状の3種目以上が顕著に増加しています。力があるとと

もに頑張れる生徒が多い学年ですので、気を緩めることなく、三年次

の進路実現も見据えながら、この冬期間励んでください。 

図や写真
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※【補足】 

 過去二年間のなかで、各種検定試験が、旧検定から新検定へ検定試験の実

施内容が変更されるとともに、種目により１級の取得条件が変わりました。 

  ・Ｒ４卒業生：旧検定試験 

  ・Ｒ５卒業生：旧検定試験及び新検定試験（検定移行期） 

  ・Ｒ６卒業生：新検定試験 

 （※R5卒業生時には、全道の高校において３種目以上取得者が20％減少） 

２年生 

１年生 

・・・（前頁より）・・・ 

 現３年生は、多数種目の取得においてすでに卒業生を上回っている

状況が窺えます。2年次終盤から3年次現在も励み続ける取り組みの成

果がその躍進に繋がっています。現状の３種目以上取得数も成果を上

げた卒業生とほぼ同等のところまで迫っています。この学年は、入学時

より上位級に果敢に挑戦し結果を収めた生徒がいたり、任意受験の種

目にも多くの生徒が積極的に臨んでいました。それらの取り組みがグラ

フに記載のとおり、２名の９種目取得という快挙にも繋がったものと考え

ます。多くの生徒が進路も決まり、安堵しているところでしょうが、次の取

り組みや目標を定め、残りの高校生活も自身の成長に繋がるよう励んで

欲しいと思います。卒業まで、あと少し、最後まで頑張ってください。 


